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町民の皆様へ

本町においては、新型コロナウイルス感染症のクラスター（集団）が２例発生し、合せて１１１人の町民

の感染が確認されています。

感染者の入院・療養には、県庁に設置されている医療調整チームと徳之島保健所等による島外搬送調整が

行われ、海上保安庁、自衛隊の他、各地の消防組合のお力によりそれぞれの入院・療養先へ搬送され、奄美

大島・鹿児島本土の医療機関等において受け入れていただきました。

また、町内の感染拡大を防止するため、国の機関、県や鹿児島大学等の専門家による医療・福祉施設、宿

泊・飲食店等との研修会や現地検討を重ね、感染防止対策の強化を図ってまいりました。

７月の感染拡大の際は、全国に本町の感染状況がテレビ放送され、多くの皆様がご心配され、暖かいメッ

セージとともに支援物資や寄付金を頂戴し、感染防止対策に役立てさせていただきました。

町では、引き続き国・県及び与論徳洲会病院をはじめとする医療機関、関係機関と連携・連絡を密にしな

がら感染防止に取り組んでまいりますので、町民の皆様のご理解とご協力をお願いします。

今般、本町における新型コロナウイルスの感染状況、感染防止対策等についての取り組みをまとめました

ので、ご報告いたします。

与論町長 山 元宗
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クラスター１例目 クラスター２例目

1 感染状況（与論町分に限る）

２ 感染拡大の要因

※ 本資料は、鹿児島県のご協力のもと作成しております。
項　　目 クラスター１例目 クラスター２例目(ｸﾗｽﾀｰ以外の2人を含む）

感染者の発生期間
（県の発表日）

令和2年7月22日から8月7日
令和2年11月3日から11月21日

（11月21日時点）
感染者数（町民） 55人（男性34人、女性21人） 56人（男性39人、女性17人）
感染が拡大したと
考えられる場所

飲食店、病院、職場、家庭等 飲食店、職場、家庭等

ＰＣＲ検査数 延べ 1,028件 延べ 709件（11月17日時点）

項　　目 クラスター１例目 クラスター２例目

感染の特徴

①壮年（30～60代）の割合が多い。
②感染経路は、飲食店関連が45％、病院関連
32％、職場関連20％、この中に２次感染として
家庭内感染が21％あった。

①男性の30代・40代・50代の割合が多い。
②感染経路は調査中であるが、飲食店を中心に
拡大し、家庭内感染も確認されている。

感染拡大の
要因

①会食時のマスク等の不着用
②複数人による複数の飲食店の利用
③会食の場におけるまわし飲み
④症状の出現後も勤務を継続

①一部飲食店における感染対策が不十分
②会食時のマスク等の不着用
③会食の場におけるまわし飲み
　この他、調査中

※ 本資料は、鹿児島県のご協力のもと作成しております。

与論町における新型コロナウイルス感染症の状況

特集）コロナに負けるな！心をひとつにオールユンヌで乗り越えよう！
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項　目
実施日
（期間）

対策本部
4月8日～
継続中

水際対策
4月4日～
継続中

情報発信
2月20日～
継続中

7月24日～
8月23日解除

11月6日～
12月6日解除

6月16日～
11月２日

8月20日

8月29日～
11月22日

7月24日～
継続中

11月18日～
11月20日

7月24日～
継続中

随時

8月7・8日

随時

災害対策 8月2日

4月20日

4月17日

8月4日～
10月２３日

8月14日

8月24日

相談支援 常時

その他
10月21日～
10月23日

物資配布

医療用マスクの配布：医療・福祉施設10施設に配布　3,300枚

不織布マスクの配布：町民5,208人×5枚　26,040枚

支援物資の配布　　医療・福祉施設向けマスク、消毒液、
　資材、保存食等　５回

支援物資の配布　不織布マスク、洗えるマスク
　町民4,635人（12歳以上）×20枚　92,700枚（不織布マスク）

支援物資の配布　子ども用マスク　各学校へ1,500枚

新型コロナウイルスに関する健康・生活に関する相談　320件 保健センター

第十管区海上保安本部・鹿児島航空基地、
鹿児島大学病院、県庁等訪問

クラスター１例目の対
応に係るお礼訪問

感染者支援

島外の医療機関に入院した感染者の帰島支援　2件

感染者の帰島に係る移動費助成（航空運賃、船賃等） 上限額30,000円

職員等向け災害時の避難所運営・対応の研修会 講師：医師

国立感染症研究所

医療支援

医療従事者（看護師等）の住宅確保（町営住宅８戸）

ＰＣＲ検査時の交通整理等

対策強化

飲食店、宿泊施設、ガイドを対象にした感染防止対策研修会　６回（内
店舗における研修会１回）

町内医師、鹿大・県・国機関
の専門家による指導

飲食店・接待を伴う飲食店向け感染防止対策チェックリスト作成・周知
（11月12日　町ホームページにおいて再周知）

各店舗における飲食店個別指導　8月　9店舗
11月　21店舗（チェックリストに基づき確認）

鹿児島大学専門家
による指導

役場庁舎予防・対応マニュアルによる感染防止対策
（検温（来庁者名簿）、手指消毒、定期的な換気及び消毒等）

観光関連業者を対象としたＰＣＲ検査（モバイルラボ）の実施　215件

感染防止対策資料の配布　小組合文書等で全戸に配布及び町ホーム
ページに掲載　７回

自粛要請等

与論島への来島自粛、町民の島外への移動自粛及び必要最小限の活
動を除く外出自粛、公共施設の一部休館

町民の不要不急の外出自粛、町民の島外への移動自粛要請、公共施
設の一部休館

内　　　　容 備　　考

与論町新型コロナウイルス感染症対策本部設置　以降、随時対策本部
会議を開催し、必要に応じ本部長メッセージを発出

町、消防分遣所、消防
団長

空港・港における入島者の検温及び注意喚起のチラシ配布
（港の検温は一時休止、11月17日から再開）

検温の結果37.5度以
上の場合経過調査

３ 感染対策の実施状況
(１) 町の取組
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対象 事業期間

終了

終了

終了

8月14日～
12月31日

11月18日～
3月31日

11月～
3月31日

11月中

終了

11月～
3月下旬

11月～
3月下旬

終了

10月1日～
3月31日

妊婦
７月～
3月31日

学生 終了

⑤（県）高齢者施設の再開支援のための看護師の派遣（県看護協会に派遣依頼）（7/28～8/10）

⑥　与論新型コロナ感染症緊急保健支援チーム（与論Ｃ-ＨＥＡＴ）発足（7/29～8/14、11/4～21）

農業

商工業

新しい観光スタイ
ル転換事業

商工観光業者がWithコロナ社会に対応した、新しい観光スタイルに
転換するための費用を助成　飲食店等　40件（11.10現在）

最大20万円

商工観光関連資
金利子補給事業

新型コロナの影響を受けた商工観光関連事業者が借り入
れる資金に対する利子補助

与論町花き生産維持
支援定額給付金

新型コロナの影響を受けた花き生産農家の作付け面積に
応じた給付金の支給　17件

果樹出荷支援事
業補助金

新型コロナの影響を受けたアテモヤ等の果樹生産農家の
出荷にかかる経費の一部を助成

頭数に応じ3万
円から20万円

①　(県)徳之島保健所・名瀬保健所職員の派遣・・ＰＣＲ検査支援や情報収集業務（7/22～8/14、11/4～21）

②　(県)鹿児島大学病院感染症専門医の派遣・・病院、福祉施設、こども園、飲食店等への指導等
　　（7/23～31、8/8～10、11/1～22）

③　(国)クラスター対策班の現地調査（7/25～30、11/7～21（PCR検査：モバイルラボﾞ）

④　(県)健康危機管理支援チーム（与論C-HEAT）の派遣・・感染防止対策、患者搬送の支援等（7/23～8/5、11/4～21）

⑦　海上保安庁の航空機・巡視船、鹿屋・沖縄の自衛隊ヘリによる島外搬送
　　（与論から計14回、89人（付き添い７人））（7/23～11/17）

⑧　沖縄県の徳洲会病院から医師・看護師等派遣支援

⑨　沖永良部・与論地区広域事務組合消防本部から職員派遣支援

備　　考

商工業緊急支援
給付金

新型コロナの影響を受けた商工事業者に給付金を支給
　商工業者等　67件

観光関連業者支
援給付金

新型コロナの影響を受けた観光関連事業者に給付金を支
給　観光業者等　64件

しまのわクーポン
事業

新型コロナの影響を受けた飲食店や宿泊施設等を支援す
るため、町民及び観光客に対しクーポン券を発行

1,000円×
4,802枚

事業内容事業名

与論町島外出産支援

特別対策（追加支援）

事業

島外での妊婦健診及び出産の事前待機に要する宿泊費
の助成　１泊3,000円

ゆんぬ学生仕送り応援

給付金臨時支給事業

島外の学校に就学させ仕送りを行っている世帯を対象に、
学生１人につき５万円　128件

予算がなくなり次
第終了

果樹生産強化支
援事業補助金

果樹生産農家の生産態勢強化のために必要な苗木など
の資材導入に係る取り組み経費の一部を助成

商工業者等感染
防止対策事業

商工業者の感染防止対策に要する費用の一部助成
　飲食店等　40件（11.10現在）

水産

畜産経営対策支
援補助金

水産業支援特別
対策事業

新型コロナの影響を受けている漁業者に対する、出漁に
伴う燃料費の補助　漁協組合員283名

漁業者支援定額
給付金

新型コロナの影響を受けている漁業者に対する給付金の
支給　漁協正組合員56名×2万円

新型コロナの影響を受けた肉用牛生産農家への飼養頭
数に応じた助成　265件対象

４ 町の経済支援対策

(２) 国・県及び関係機関の取組

新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口

感感染染がが

疑疑わわれれるる場場合合

●息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状がある方

●高齢者や基礎疾患のある方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある方

●上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合

連絡・相談先 徳之島保健所 電話番号：０９９７-８２-０１４９

健健康康、、感感染染防防止止対対策策、、

各各種種助助成成制制度度にに関関すするるこことと
相談先 与論町役場 電話番号：０９９７-９７-３１１１

（関係部署にお繋ぎします。）
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対象 事業期間

終了

終了

終了

8月14日～
12月31日

11月18日～
3月31日

11月～
3月31日

11月中

終了

11月～
3月下旬

11月～
3月下旬

終了

10月1日～
3月31日

妊婦
７月～
3月31日

学生 終了

商工業者等感染防
止対策事業

商工業者の感染防止対策に要する費用の一部助成
　飲食店等　40件（11.10現在）

水産

畜産経営対策支援
補助金

水産業支援特別対
策事業

新型コロナの影響を受けている漁業者に対する、出漁に伴う
燃料費の補助　漁協組合員283名

漁業者支援定額給
付金

新型コロナの影響を受けている漁業者に対する給付金の支
給　漁協正組合員56名×2万円

新型コロナの影響を受けた肉用牛生産農家への飼養頭数
に応じた助成　265件対象

予算がなくなり次
第終了

果樹生産強化支援
事業補助金

果樹生産農家の生産態勢強化のために必要な苗木などの
資材導入に係る取り組み経費の一部を助成

与論町島外出産支援特
別対策（追加支援）事業

島外での妊婦健診及び出産の事前待機に要する宿泊費の
助成　１泊3,000円

ゆんぬ学生仕送り応援
給付金臨時支給事業

島外の学校に就学させ仕送りを行っている世帯を対象に、
学生１人につき５万円　128件

⑦　海上保安庁の航空機・巡視船、鹿屋・沖縄の自衛隊ヘリによる島外搬送
　　（与論から計14回、89人（付き添い７人））（7/23～11/17）

⑧　沖縄県の徳洲会病院から医師・看護師等派遣支援

⑨　沖永良部・与論地区広域事務組合消防本部から職員派遣支援

備　　考

商工業緊急支援給
付金

新型コロナの影響を受けた商工事業者に給付金を支給
　商工業者等　67件

観光関連業者支援
給付金

新型コロナの影響を受けた観光関連事業者に給付金を支給
観光業者等　64件

しまのわクーポン事
業

新型コロナの影響を受けた飲食店や宿泊施設等を支援する
ため、町民及び観光客に対しクーポン券を発行

1,000円×
4,802枚

事業内容事業名

①　(県)徳之島保健所・名瀬保健所職員の派遣・・ＰＣＲ検査支援や情報収集業務（7/22～8/14、11/4～21）

②　(県)鹿児島大学病院感染症専門医の派遣・・病院、福祉施設、こども園、飲食店等への指導等
　　（7/23～31、8/8～10、11/1～22）

③　(国)クラスター対策班の現地調査（7/25～30、11/7～21（PCR検査：モバイルラボﾞ）

④　(県)健康危機管理支援チーム（与論C-HEAT）の派遣・・感染防止対策、患者搬送の支援等（7/23～8/5、11/4～21）

⑤（県）高齢者施設の再開支援のための看護師の派遣（県看護協会に派遣依頼）（7/28～8/10）

⑥　与論新型コロナ感染症緊急保健支援チーム（与論Ｃ-ＨＥＡＴ）発足（7/29～8/14、11/4～21）

農業

商工業

新しい観光スタイル
転換事業

商工観光業者がWithコロナ社会に対応した、新しい観光ス
タイルに転換するための費用を助成

最大20万円

商工観光関連資金
利子補給事業

新型コロナの影響を受けた商工観光関連事業者が借り入れ
る資金に対する利子補助

与論町花き生産維持
支援定額給付金

新型コロナの影響を受けた花き生産農家の作付け面積に応
じた給付金の支給　17件

果樹出荷支援事業
補助金

新型コロナの影響を受けたアテモヤ等の果樹生産農家の出
荷にかかる経費の一部を助成

頭数に応じ3万円
から20万円

４ 町の経済支援対策

(２) 国・県及び関係機関の取組

新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口

感感染染がが

疑疑わわれれるる場場合合

●息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状がある方

●高齢者や基礎疾患のある方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある方

●上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合

連絡・相談先 徳之島保健所 電話番号：０９９７-８２-０１４９

健健康康、、感感染染防防止止対対策策、、

各各種種助助成成制制度度にに関関すするるこことと
相談先 与論町役場 電話番号：０９９７-９７-３１１１

（関係部署にお繋ぎします。）
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件数

（独）奄美群島振興開発基金　様
医療法人与州会　柳田病院　様 オフィス用品店　様

〇御寄附を寄せられた企業・団体の皆さま（公表承諾者のみ）※五十音順に掲載

個人
企業・団体

鹿児島県遊技業協同組合　様

金　　額

17,046,563円

奄美大島信用金庫　様 ㈲奄美共同印刷　様

鹿児島市役所　黒糖酒を楽しむ会　様 ㈲喜入蒟蒻屋　様 小林耳鼻咽喉科医院　様
㈲さくら総合保険　様 三州技術コンサルタント株式会社　様 昭和28年生同窓会　様

昭和34・35年生一同還暦記念募金　様 全国与論会　様 東京奄美会　様
トランスネット沖縄株式会社　様 日本民踊研究会　豊定会　様 東十条小学校　様

与論島製糖株式会社・茶花会　様 ロボテック株式会社　様

東十条小学校　ＰＴＡ　ＯＢ会　様 ㈲ブリーズ　様 マリックスライン（株）　様
マリックスライン（株）船員郵和会　様 マリックスライン（株）陸上社員役職員　様 (株)ムトウ　様

５ 寄付金・支援物資の受入状況
(１) 寄付金の受入状況（11月19日現在）

(２) 支援物資の受入と配布状況
令和2年7月27日から11月30日までに、県内外の皆さまから

多数の支援物資のご提供をいただきました。
皆様からのご厚意に深く感謝申し上げます。

感染防止対策物資につきましては、高齢者や基礎疾患のあ
る方で重症化するリスクが高い方が入所する医療機関や福祉
施設等に重点的に配布しております。

〇支援物資をご提供いただいた皆様

〇支援物資の数量及び活用状況
物　資　名 主な配布先や用途
マスク類

（医療用・不織布・洗えるマスク）
枚

町民、医療・福祉施設、学
校、一部備蓄

消毒液等
（ボトル、一斗缶等）

本
医療・福祉施設、公共施設、
商工・観光業者、台風避難所

消毒用消耗品
（ハンドソープ、除菌シート等）

個
医療・福祉施設、公共施設、
台風避難所

感染防止対策物品（フェイスシール
ド、手袋、ガウン等）

枚
箱

医療・福祉施設、公共施設、
台風避難所

食　　品
（レトルトカレー、保存ごはん等）

個 医療・福祉施設、台風避難所

飲料水（24本入り） 箱 医療・福祉施設

数　量

学校のクラブ活動　2件
郡内の連合青年団様
上記外の皆様　10件

合計　8３件

与論島出身者様　18件
錦江町役場様、錦江町美化倶楽部様、
錦江町大根占銘茶深緑会様、田代緑香会様
南島原市役所様
与論町に縁のある皆様　12件
お仕事で関係のある皆様　13件
県内の安全運転管理協議会の皆様　22件

～～～～ ごご支支援援いいたただだきき、、誠誠ににあありりががととううごござざいいまますす。。ミミッッシシーークク、、トトーートトゥゥガガナナシシ！！～～～～

錦江町美化倶楽部の手作りマスクで役場が明るくなりました。

このたびは、本町における新型コロナウイルス感染症の
感染拡大に際し御寄附を賜り、心から御礼申し上げます。

皆様からいただきました寄付金は、新型コロナウイルス
感染症の感染防止対策等の取組に役立ててまいります。

 
   

特集）心をひとつにオールユンヌで乗り越えよう！
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まちの話題

6

芭芭蕉蕉布布製製造造技技術術をを学学ぶぶ！！

令和２年度大島地区

子ども会創作活動大会

まちの話題

６
月

日
（
土
）
与
論
校
区
、
７
月

日

（
土
）
茶
花
・
那
間
校
区
の
、
町
内

子
ど

も
会
の
小
学
４
年
生
～
中
学
生
を
対
象
に
、

与
論
島
民
族
村
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
大

島
地
区
子
ど
も
会
創
作
活
動
大
会
『
芭
蕉

つ
む
ぐ
・
つ
な
ぐ
・
つ
づ
く
～
伝
え
よ
う

私

た
ち
の
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
～
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

島
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
・

与
論
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
が
主

催
。

名
の
児
童
・
生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

与
論
島
芭
蕉
布
保
存
会
の
皆
さ
ん
の
指
導

の
下
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

「
与
論
島
の
芭
蕉
布
製
造
技
術
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

糸
芭
蕉
の
繊
維
を
原
材
料
と
し
て
芭
蕉
布

と
呼
ば
れ
る
布
を
製
造
す
る
技
術
の
難
し
さ

や
そ
の
技
術
が
現
代
ま
で
残
っ
て
い
る
こ
と

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
繊
維
取

り
や
ニ
ゴ
ー
（
魔
除
け
）
作
り
等
、
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第

回
全
国
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
強
調
月
間
に
あ
た
り
、

内
閣
総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
保
護
司
の
大
田

英
勝
さ
ん
、
町
政
枝
さ
ん
、
川
畑
義

谷
さ
ん
、
富
士
川
浩
康
さ
ん
代
読

の
も
と
、
山
町
長
へ
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
法

務
省
が
主
唱
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

ま
す
ま
す
住
み
よ
い
与
論
町
の

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

全全
国国

社社
会会
をを
明明
るる
くく
すす
るる
運運
動動
協協
調調
月月
間間

～～
犯犯
罪罪
やや
非非
行行
をを
防防
止止
しし
、、

立立
ちち
直直
りり
をを
支支
ええ
るる
地地
域域
のの
チチ
カカ
ララ
～～

７７
月月
２２
日日

町町
長長
室室
にに
てて
伝伝
達達
式式

＼ あなたのまなざしで再出発を見守る社会 ／

➏



サービタン　がくむかです。
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教育委員会学務課

こ
の
文
章
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
教
育
委
員

会
が
発
行
し
た
「
作
文
集
ゆ
ん
ぬ
第
一
号
」
に

掲
載
さ
れ
た
、
当
時
那
間
小
二
年
生
の
女
の
子

で
す
。
令
和
二
年
十
二
月

わ
た
し
は
、夏
休
み
に
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
に
の
り
ま
し

た
。
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
の
せ
ん
ち
ょ
う
さ
ん
は
、
わ
た
し

の
お
と
う
さ
ん
で
す
。

い
す
に
こ
し
か
け
て
、
ガ
ラ
ス
の
は
こ
の
中
を
の
ぞ

い
て
い
る
と
、ふ
ね
が
ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ
れ
ま
し
た
。ダ
ッ

ダ
ッ
ダ
ッ
と
き
か
い
の
音
も
き
こ
え
て
き
ま
し
た
。
お

と
う
さ
ん
が
、

「
し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
ま
す
。」

と
大
き
な
声
で
い
い
ま
し
た
。
わ

た
し
は
、
海
の
中
は
ど
う
な
っ
て

い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
む
ね

が
わ
く
わ
く
し
て
き
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、海
の
中
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

青
や
白
や
茶
色
の
さ
ん
ご
が
た
く
さ
ん
見
え
ま
し

た
。
ひ
ら
た
い
の
や
、
し
か
の
つ
の
み
た
い
の
や
、
ま
る

い
の
も
あ
り
ま
し
た
。お
日
さ
ま
の
光
で
さ
ん
ご
の
色

が
、と
て
も
き
れ
い
に
見
え
ま
し
た
。

み
ん
な
、「
ま
あ
き
れ
い
。」
「
わ
あ
す
ご
い
、み
て
ご

ら
ん
」
と
目
を
ま
る
く
し
て
見
て
い
ま
し
た
。

（
略
）

の
文
章
で
す
。
与
論
町
に
住
む
私
た
ち
が
、
今

も
昔
も
海
と
共
に
生
き
、
海
か
ら
学
び
を
得
な

が
ら
育
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
作

品
で
す
。

教
育
委
員
会
学
務
課

で
は
、
こ
れ
ま
で
各
学

校
で
様
々
に
行
わ
れ
て

き
た
海
に
つ
い
て
の
学

習
を
「
海
洋
教
育
」
と

名
付
け
、
与
論
町
の
教

育
の
柱
の
一
つ
に
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
、
各
学
校
で
は
、
地
域
や
関
係
機

関
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
海
洋

教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

＊

＊

海
に
親
し
み
、
海
を
知
る
。
そ
し
て
、
海
と

共
に
生
き
る
大
人
の
姿
を
見
な
が
ら
、
自
分
の

生
き
方
を
考
え
る
。
―

海
洋
教
育
を
と
お
し

て
、
与
論
町
の
子
供
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
が

さ
ら
に
育
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め

に
、
各
学
校
は
様
々
な
教
育
活
動
を
中
止
・
延

期
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
時
期
だ

か
ら
こ
そ
、
各
学
校
で
は
、
「
心

の
つ
な
が
り
」
の
大
切
に
気
付
か

せ
る
た
め
の
学
習
が
力
強
く
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

与
論
小
学
校
の
五
・
六
年
生
は
、

九
月
に
、
姉
妹
校
で
あ
る
東
京
都

の
東
十
条
小
学
校
と
の
オ
ン
ラ
イ

ン
集
会
を
開
き
ま
し
た
。ま

た
、
姉
妹
盟
約
を
結

ん
で
い
る
錦
江
町
の
学
校

か
ら
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
け
ら
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
与
論
町
の

小
中
学
校
も
お
返
事
を
書

き
、
子
供
た
ち
同
士
の
絆

を
深
め
ま
し
た
。

＊

＊

身
体
的
距
離
を
と
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
今
、
心

の
距
離
は
こ
れ
ま
で
よ
り

も
近
く
あ
り
た

い
も
の
で
す
。

↑学校間でやりとりされたメッセージ。左が与論町，右が錦江町。



コミュニティ助成事業のご報告
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数量 数量

1 1

14 2

5 2

1 2

1 1

1 2

1 1

1 1

1 1

1 1

3 1

電動かき氷機 コード付きマイク

工場用扇風機 増設用チューナー

冷蔵庫 卓上マイクスタンド

冷蔵庫（５段式） 床置マイクスタンド

電子レンジ マイクロホンホルダー

ガステーブルコンロ 三脚防滴スピーカー

ステンレス一槽台付シンク（96cm幅） ワイヤレスアンプ

ステンレス一槽台付シンク（186cm幅） ワイヤレスマイク

ＮＥＷフレームテント 多機能ＰＡアンプ

薄型軽量テーブル 防滴ワイヤレスマイク

アルミガーデンテーブル 単品型ワイヤレスマイク

令和２年度一般コミュニティ助成事業

　城自治公民館は、令和２年度一般コミュニティ助成事業により、下
記の備品を宝くじの助成金で整備しました。
　この事業は、一般財団法人自治総合センターが、宝くじの社会貢
献広報事業として、宝くじの受託事業収入を財源として実施している
コミュニティ助成事業です。（総務企画課）

●城集落　　　総事業費　　2,513,559円　　　助成金額　　　2,500,000円
備品名 備品名

NEWフレームテント ステンレス一槽台付シンク

三脚防滴スピーカー 冷蔵庫

薄型軽量テーブル アルミガーデンテーブル

コミュニティ助成事業のご報告

➑

薄型軽量テーブル



介護川柳～後編～

9

与
論
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

令
和
元
年
十
一
月
一
七
（
日
）
開
催
し
ま
し
た
『
健
康
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
９
』
に
て
町
民
の
皆
様
よ
り
作
句
い
た
だ
い
た
川
柳
作
品
集

（
後
編
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
佳
作
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○

生
き
甲
斐
は

君
の
介
護
に

頼
る
の
み

○

し
の
び
あ
し

昔
は
よ
か
に
せ

い
ま
介
護

○

支
え
あ
い

共
に
生
き
よ
う

美
し
く

○

変
わ
り
ゆ
く

世
代
交
代

寂
し
い
ね

○

生
き
甲
斐
に

あ
な
た
の
お
世
話

こ
の
時
間

○

ナ
ー
ス
コ
ー
ル

手
元
に
手
元
に
と

命
繋
ぐ

○

そ
の
笑
顔

見
る
た
め
今
日
も

頑
張
り
ま
す

○

ダ
イ
エ
ッ
ト

歩
い
て
た
今

リ
ハ
ビ
リ
を

○

年
め
し
て

ま
す
ま
す
増
え
る

親
の
愛
情
（
あ
い
）

○

人
生
の

思
い
出
の
う
た

あ
な
た
へ
も

○

母
親
の

瞳
輝
く

み
じ
ぬ
ぱ
ち

○

こ
れ
詠
ん
で

母
に
す
す
め
る

ほ
り
え
も
ん

○

ア
ン
マ
ー
の

笑
顔
で
力

わ
い
て
く
る

○

あ
ら
ゴ
メ
ン

ボ
ケ
た
ふ
り
し
て

尻
触
る

○

長
生
き
よ
り

聞
こ
え
る
耳
が

い
い
と
母

○

昔
懐
か
し

伊
勢
エ
ビ
漁

○

見
つ
け
た
ぞ

逃
が
す
な
伊
勢
エ
ビ

六
千
円

○

今
日
は

年
金
支
給
日

楽
し
み
だ

○

お
菓
子
屋
を

ビ
ッ
ト
ゥ
ラ
シ
タ

怒
ら
れ
な
い

○

い
つ
ま
で
も

こ
の
楽
し
み

天
ま
で
と

○

カ
ゼ
ひ
い
た

ご
飯
だ
よ
の
声

カ
ゼ
治
る

○

の
ど
自
慢

気
分
よ
く
歌
う

カ
ネ
二
つ

○

楽
し
い
な

皆
と
い
る
と

淋
し
く
な
い

○

島
を
飛
び
出
し
十
八
年

望
み
果
た
し
て
帰
り
き
て

終
の
棲
家
も

決
ま
り
け
り

○

ご
飯
だ
よ

皆
で
食
べ
る

お
い
し
い
な

○

む
か
し
麦

今
白
米

太
る
ば
か
り

○

女
だ
よ

畑
仕
事
は

男
な
み

○

今
テ
レ
ビ

昔
く
わ
か
つ
ぎ

幸
せ
だ

○

寝
て
過
ご
す

今
日
も
明
日
も

無
職
で
す

○

テ
レ
ビ
み
て

何
か
し
た
い
け
ど

楽
し
い
よ

○

寝
て
い
る
と

ボ
タ
モ
チ
寿
し
お
で
ん

食
べ
た
い
な

○

子
が
作
る

私
は
監
督

美
味
し
い
よ

○

待
っ
て
い
た

誕
生
日

百
歳

○

あ
っ
せ

み
い
が
ど
う

う
ろ
う

ぷ
う
ち
き
ゅ
ん
ど
お

○

な
ご
り
の

く
す
り
の
み

介
護
し
た
昔
を

思
い
出
す

○

あ
き
ゃ
き
ゃ
き
ゃ
き
ゃ

い
い
な
が
ら
も
起
き
た
ら

朝
陽
拝
み

○

迎
え
て
と

父
の
遺
影
に

手
を
あ
わ
す
母

○

今
行
け
ば

エ
ッ
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だ
よ
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な
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め
る
子

○

ワ
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ム

明
日
は
我
が
身
の
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け
合
い

○

ウ
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パ
ー
パ
ー
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ア
ン
マ
ー

も
ら
っ
た
愛
の
襷

繋
ぎ
ま
す

○

走
り
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子
供
に
孫
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明
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介
護
川
柳
～
後
編
～

町町内内でで、、高高齢齢者者のの骨骨折折がが増増ええてていいまますす‼‼ 
新型コロナウイルス感染症を恐れるあまり、外出を控えすぎて「動かないこと（生活不活

発）」による健康への影響が危惧されます。３密「密閉」「密集」「密接」を避けながら、日

頃からの運動を心がけ、転倒による骨折を予防しましょう。
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論
町
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包
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催
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２
０

１
９
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句
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紹
介
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し
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。
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介
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介
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○
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○

生
き
甲
斐
に

あ
な
た
の
お
世
話

こ
の
時
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○
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手
元
に
手
元
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命
繋
ぐ

○
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の
笑
顔

見
る
た
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今
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頑
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ま
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○

ダ
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エ
ッ
ト
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て
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ビ
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を

○

年
め
し
て

ま
す
ま
す
増
え
る

親
の
愛
情
（
あ
い
）

○

人
生
の

思
い
出
の
う
た

あ
な
た
へ
も

○

母
親
の

瞳
輝
く

み
じ
ぬ
ぱ
ち

○

こ
れ
詠
ん
で

母
に
す
す
め
る

ほ
り
え
も
ん

○

ア
ン
マ
ー
の

笑
顔
で
力

わ
い
て
く
る

○
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○
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○
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懐
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○

見
つ
け
た
ぞ

逃
が
す
な
伊
勢
エ
ビ

六
千
円

○
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○

お
菓
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○
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○
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○

楽
し
い
な

皆
と
い
る
と

淋
し
く
な
い

○

島
を
飛
び
出
し
十
八
年

望
み
果
た
し
て
帰
り
き
て

○

終
の
棲
家
も

決
ま
り
け
り

○
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○
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○
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○
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○
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ボ
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戸籍の窓
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令
和
２
年
５
月
～

令
和
２
年

月

６
月
～
９
月

◆
９
月
届
出
分

柳
田

蓮れ
ん

洋
樹

茶
花

原
田

哲
新

て
っ
し
ん

諭

叶

◆

月
届
出
分

里

茜
あ
か
ね

大
地

茶
花

水
谷

琴
音

こ

と

ね

康
星

東
区

仲
田

蓮れ
ん

有
良

城

（
氏
名
・
地
区
）

◇◇
５
月
届
出
分

川
畑

佑
太
郎

古
里

松
元

優
子

茶
花

◇◇
６
月
届
出
分

町

宝
徳

那
間

白
尾

愛
美

朝
戸

◇◇
７
月
届
出
分

谷
山

賀
一

立
長

小
國

明
日
香

立
長

戸籍の窓

⓫

◇◇

月
届
出
分

町

翔
汰

那
間

平
山

桃
愛

北
海
道

大
田

実

朝
戸

田
平

光
子

朝
戸

氏
名
・
享
年
・
集
落

◆
５
月
届
出
分

南

富
廣

９３
歳

叶

池
田

チ
エ
子

９６
歳

那
間

川
田

サ
カ
エ

８５
歳

茶
花

◆
６
月
届
出
分

竹

き
く
よ

５９
歳

茶
花

竹
川

キ
ク

８８
歳

朝
戸

池
田

ト
ミ

９０
歳

那
間

山
口

勝
男

９１
歳

那
間

杉
田

慍
孝

７１
歳

朝
戸

谷
山

ハ
チ
エ

８８
歳

茶
花

◆
７
月
届
出
分

川
内

チ
ヨ

９１
歳

朝
戸

上
田

幸
枝

歳

東
区

戸
籍
の
窓

※
出
生
、
死
亡
、
婚
姻
と
も
掲
載
許
諾
を

頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

氏
名
・
保
護
者
・
集
落

◆
５
月
届
出
分

山
下

貴
人

た

か

と

浩
明

那
間

長

美み

海う

誠

西
区

◆
６
月
届
出
分

瀧

千
晴

ち

は

る

稔
議

茶
花

◆
７
月
届
出
分

林

幸
玖

と
も
ひ
さ

宗
紀

茶
花

池
田

守
ま
も
る

穏
功

立
長

川
上

花は
な

淳

城

◆
８
月
届
出
分

栄

瑛え
い

惺せ
い

達
也

西
区

林

頼ら
い

輝き

翔
太

立
長

町
本

陽ひ

菜な

陽

那
間

向
井

深
百

み

も

も

秀
一

立
長

◆
８
月
届
出
分

盛
山

壽
美
江

９７
歳

朝
戸

林

タ
ツ
子

９４
歳

那
間

白
尾

フ
ミ

９１
歳

朝
戸

竹
山

フ
ミ

８０
歳

古
里

有
村

彰
汰

２０
歳

茶
花

◆
９
月
届
出
分

潮
平

ミ
サ
ヘ

９６
歳

茶
花

久

西
森

８８
歳

那
間

𠮷𠮷
田

ケ
イ

９２
歳

朝
戸

原
田

笑
美
子

８７
歳

茶
花

渡
邉

正
臣

７８
歳

茶
花

情

金
住

９１
歳

東
区

磯
村

ウ
メ

８６
歳

東
区

元
井

和
雄

７２
歳

立
長

山
根

純
雄

９４
歳

茶
花

大
田

ハ
ル
エ

９５
歳

古
里

◆

月
届
出
分

清
野

幸
男

８１
歳

東
区

井
上

實
夫

歳

古
里

有
川

米
喜
美

８９
歳

茶
花

大
角

美
津
枝

９５
歳

西
区

お
誕
生
お
め
ど
う
こ
ざ
い
ま
す

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
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